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令和 4 年 3 月

令和 4 年度 令和 13 年度

※複数の駐車場を有する事業にあっては、駐車場ごとの状況が分かるよう記載すること。

１．事業概要

（１）

人

年

㎡ 台

職 員 数

団 体 名 ： 下諏訪町

事 業 名 ： 駐車場事業

策 定 日 ：

計 画 期 間 ： ～

非適用

39

法適（全部適用・一部適用）
非 適 の 区 分

施 設 名

別添１２－１

1

4400 144

構 造 広場式

駐 車 場 使 用 面 積 収 容 台 数

営 業 時 間 9時～18時

下諏訪町四ツ角駐車場

下諏訪町駐車場整備事業経営戦略

民 間 活 用 の 状 況

 ウ　ＰＰＰ・ＰＦＩ

 イ　指定管理者制度

事　業　形　態

事 業 開 始 年 月 日 昭和57年度

料金徴収・清掃等業務をシルバー人材センターに委託

　－

　－

 ア　民間委託

種 類 都市計画駐車場

立 地 駅
建設後（建替後）の経過年

数



（２） 料　金　形　態

営業時間

円

円 円

円 円

（３） 現在の経営状況

２．将来の事業環境

（１）

令和元年度

令和2年度

利用台数

18,746

18,435

18,870

19,439

20,009

単位：台

料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

1月につき5,000円

料 金 形 態 の 考 え 方

午前9時～午後6時

1時間につき200円

無料

1時間につき100円

大型バス・マイクロバス以外
の自動車（普通車）

大型バス・マイクロバス
（中型車・大型車）

二輪自動車

※近隣駐車場に比較して減免を行っている場合は、その点についても記載すること。

※直近の経営比較分析表（「公営企業に係る「経営比較分析表」の策定及び公表について）（公営企業三課室長通知）による経営比較分析表）を添付すること。

　観光施設である公衆トイレ及びポケットパークの整備の完了に合わせ、四ツ角駐車場整備（舗装・
区画見直し）を行い、まち歩き観光の拠点としての環境が整った。今後の更なる観光利用の促進に
向け、駐車場使用料の見直しを行う。
　観光客の滞在時間を延ばすために、現在30分としている普通駐車の時間単位を1時間とするとと
もに、これまで使用できる自動車から除外していた二輪自動車を使用できるものとし、使用料を定め
る。大型バス・マイクロバスについては使用料を無料化し、まち歩き観光の促進を図る。　（令和4年4
月1日改定予定）
　月極利用料金については、平成30年度から周辺駐車場と同水準の1月につき5,000円としている。

別紙「経営比較分析表（令和2年度）」のとおり

年度

平成28年度

平成29年度

平成30年度

車種

令和4年4月1日予定

駐車場需要の見通し

　平成30年度から月極利用料金を周辺駐車場と同水準に値下げしたことにより、令和元年度以降、定期利用は回復傾向にある。
周辺住民や地元企業に勤務する方の月極駐車場として、今後も一定の需要は見込めるものの大幅な増加は見込めない。
　一般利用者、地元商店の利用者による駐車場利用については、年度によってばらつきがあるため、経年比較による傾向は見出
しにくいが、近年は地元商店街に新規出店する店舗があり、駐車場需要は増加していると言える。
　令和2年度には町による町道整備と合わせ、当該駐車場周辺の一体的な整備を行った。舗装改修・区画の見直し、サインの更新
により、利便性の向上を図るとともに、隣接するポケットパークの整備も完了し、まち歩き観光の拠点としての環境が整った。今後
の更なる観光利用の促進に向けて、駐車場使用料の改定を行い、観光客の需要拡大を図っていく。

17,500

18,000

18,500

19,000

19,500

20,000

20,500

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

利用台数



（２）

（３）

（４）

３．経営の基本方針

料金収入の見通し

【産業の振興】
　地元商店街への買い物客や事業者の駐車場として、町内の商工業を支援するとともに、まち歩き観光の拠点として観光振興に
寄与する。

【道路交通の円滑化】
　駐車場施設を整備することで、路上駐車を削減すること等により、道路交通の円滑化を図る。

　令和2年度に舗装改修工事（舗装打換え工A=1,000㎡、区画線設置工）、ガードポール等設置工事を行った。これにより、大型バ
ス・マイクロバスの駐車区画が整備され、観光バス等の受入れが可能となった。
　広場式の駐車場のため、アスファルト舗装及び照明設備が今後の主な改修対象となる。サインの改修なども含め、場内設備の
劣化状況を見ながら、緊急性の高い箇所から修繕・改修を行う。

組織の見通し

　現在は兼務職員1名体制である。今後も同様の体制で運営する予定。

単位：円

年度

平成28年度

　過去5年間の料金収入については、概ね500万円台前後で推移している。この間、利用台数は増加傾向にあるものの、主な利用
形態は月極利用となっているため、収入の増加に結び付いていない。新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年度は一般
（観光客等）の一時利用や商店への買い物客が減少しており、今後も厳しい収益状況が予想される。

施設の見通し

平成29年度

平成30年度

令和元年度

令和2年度

料金収入

5,679,785

4,956,530

6,100,220

5,189,320

5,208,930

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

料金収入



４．投資・財政計画（収支計画）

（１） 投資・財政計画（収支計画） ： 別　紙　の　と　お　り

（２） 投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

①　収支計画のうち投資についての説明

②　収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

　四ツ角駐車場は供用開始から39年が経過し、都度舗装の改修工事を行いながら維持管理をしてきた。令和2年度には、周辺施
設の整備と合わせ、アスファルト舗装の打換えなど大規模な改修工事を行ったため、収支計画期間においては大きな資本的支出
は見込んでいない。適宜状況を見ながら、小規模な維持補修を行い、施設の長寿命化を図っていく。

・駐車場使用料が主な財源である。
・維持修繕、改修が必要な場合には、駐車場基金繰入金を充てる。
・新型コロナウイルスの感染拡大による外出自粛、イベント中止により、使用料収入が減少しており、今後も厳しい収益状況となる
ことが予想されるため、管理経費を抑制し効率的な経営をすることにより、経常利益を確保していく必要がある。

目 標 四ツ角駐車場の施設長寿命化

目 標 駐車場事業特別会計の収支バランスの維持

　シルバー人材センターへの駐車場管理補助委託料、駐車場用地借上料が経費の大部分を占めている。駐車場管理補助委託料
については、冬期間の受付窓口時間を短縮するなどし、季節の利用状況に応じた柔軟な運営を行う。駐車場用地借上料について
は、契約更新時に相手方との合意形成を図りながら、必要な見直しを行っていく。



①　今後の投資についての考え方・検討状況

②　今後の財源についての考え方・検討状況

③　投資以外の経費についての考え方・検討状況

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

当面大規模な改修工事は予定していないため、新規の企業債の発行は予定していない。
（緊急で工事が生じた場合は、積み立てた基金で対応する予定）

繰 入 金
駐車場事業の財政計画として、令和2年度発行の企業債に係る償還金について、一般会計からの
繰入金を予定している。

当該駐車場はまち歩き観光の拠点としても位置付けられており、令和2年度には隣接するポケット
パークと一体的な整備を行っており、今後の利活用を考えると配置は適正である。

※投資・財政計画（収支計画）に反映することができなかった検討中の取組や今後検討予定の取組について、その内容等を記載すること。
　また、 （１）において、純損益（法適用）又は実質収支（法非適用）が計画期間の最終年度で黒字とならず、赤字が発生している場合には、赤字の解消に向けた取組
の方向性、検討体制・スケジュールや必要に応じて経費回収率等の指標に係る目標値を記載すること。

耐用年数に応じた施設改修ができるよう適正な資産管理のうえ、計画的な投資を行う。

そ の 他 の 取 組
将来の場内整備や維持修繕、設備更新費用に充てるため、収益の一部を駐車場基金に計画的に
積み立てる。

投 資 の 平 準 化

資産の有効活用等による
収 入 増 加 の 取 組

立地条件を活かした施設の複合的な利用（イベント会場としての貸出し）を検討する。
旅行業者等の観光プログラムに当駐車場の利用を盛り込んでもらい、参加者の利用促進につなげる。

そ の 他 の 取 組 　－

料 金
・観光客をはじめとした利用者の滞在時間を延ばすために、現在30分としている普通駐車の時間単
位を1時間とする。
・二輪自動車の使用料規定を新設し、収益の増加につなげる。

企 業 債

民 間 活 用 料金徴収・清掃作業といった現地の管理業務をシルバー人材センターへの委託で行う。

利用者増加に向けた取
組

周辺施設の整備に合わせ、舗装改修・駐車区画の見直しを行った（令和2年度実施）。大型バス・マ
イクロバスの駐車区画を新たに整備したことで、観光バス等の受入れが可能となった。利用者の利
便性向上を図るとともに観光利用の促進に向けた環境整備を行っている。

駐車場の配置の適正化

委 託 料 　シルバー人材センターに現地での管理業務を委託する。

管 理 運 営 費 コストの抑制に努め、効率的な管理運営費の執行に努める。

職 員 給 与 費 　－

そ の 他 の 取 組 　－



５．公営企業として実施する必要性など

６．経営戦略の事後検証、改定等に関する事項

公営企業として実施す
る 必 要 性

　駐車場としての機能のみならず、催事の際の催し物会場、地域のイベント会場、町地域防災計画
における指定避難場所等としての機能も有しており、柔軟な運営が求められる。地域の活性化や観
光の拠点として果たす役割が大きく、公益性が高いため、当町による運営が適している。

経営戦略の事後検証、
改 定 等 に 関 す る 事 項

　経営比較分析表を活用しながら進捗管理を行い、大規模修繕時等のタイミングで経営戦略の見直
しを行う。

事業の意義、提供する
サービス自体の必要性

　地元商店街や観光施設に近接しており、周辺住民の定期利用のみならず、観光施設への誘客や
地元商店街の活性化に寄与している。



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

1 (A) 6,213 5,347 6,040 6,084 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004

（１） (B) 6,213 5,347 6,040 6,084 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004

ア 6,101 5,263 5,946 5,971 5,986 5,986 5,986 5,986 5,986 5,986 5,986 5,986 5,986

イ (C)

ウ 112 84 94 113 18 18 18 18 18 18 18 18 18

（２）

ア

イ

２ (D) 5,750 5,913 5,923 6,083 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995

（１） 5,750 5,913 5,923 6,083 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995

ア

イ 5,750 5,913 5,923 6,083 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995 5,995

（２）

ア

イ

３ (E) 463 △ 566 117 1 9 9 9 9 9 9 9 9 9

1 (F) 8,797 1,705

（１） 4,500

（２） 2,010

（３）

（４）

（５）

（６）

（７） 2,287 1,705

２ (G) 8,797 1,705

（１） 8,797 1,705

（２） (H)

（３）

（４）

（５）

３ (I)

令和13年度

そ の 他

資
本
的
支
出

資 本 的 支 出

建 設 改 良 費

う ち 職 員 給 与 費

地 方 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

他 会 計 へ の 繰 出 金

そ の 他

う ち 一 時 借 入 金 利 息

そ の 他

収 支 差 引 (A)-(D)

そ の 他

営 業 外 収 益

他 会 計 繰 入 金

そ の 他

資
　
本
　
的
　
収
　
支

資
本
的
収
入

資 本 的 収 入

地 方 債

う ち 資 本 費 平 準 化 債

他 会 計 補 助 金

他 会 計 借 入 金

固 定 資 産 売 却 代 金

国 （ 都 道 府 県 ） 補 助 金

工 事 負 担 金

収 支 差 引 (F)-(G)

令和12年度

収
　
益
　
的
　
収
　
支

収
益
的
収
入

総 収 益

営 業 収 益

料 金 収 入

受 託 工 事 収 益

本年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

収
益
的
支
出

総 費 用

営 業 費 用

職 員 給 与 費

う ち 退 職 手 当

そ の 他

令和9年度 令和10年度 令和11年度

営 業 外 費 用

支 払 利 息



様式第2号（法非適用企業） 投資・財政計画
（収支計画）

（単位：千円，％）
年　　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

令和13年度令和12年度本年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度

(J) 463 △ 566 117 1 9 9 9 9 9 9 9 9 9

(K) 3 3

(L) 196 657 89

(M)

(N) 656 88 206 1 9 9 9 9 9 9 9 9 9

(O)

(P) 656 88 206 1 9 9 9 9 9 9 9 9 9

(Q)
(Q)

(B)-(C)
(A)

(D)+(H)

(S) 6,213 5,347 6,040 6,084 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004

（T)

(U)

(V) 6,213 5,347 6,040 6,084 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004 6,004

(W)

(X) 4,500 4,500 4,500 4,178 3,534 2,890 2,246 1,602 958 314 314

○他会計繰入金 （単位：千円）

年　　　　　度 前々年度 前年度

区 分 （ 決 算 ）
決 算
見 込

令和13年度

う ち 基 準 内 繰 入 金

う ち 基 準 外 繰 入 金

資 本 的 収 支 分

う ち 基 準 内 繰 入 金

健全化法施行令第16条により算定した
資 金 の 不 足 額
健全化法施行規則第６条に規定する
解 消 可 能 資 金 不 足 額
健全化法施行令第17条により算定した
事 業 の 規 模
健全化法第22条により算定した
資 金 不 足 比 率

(（T）/（V）×100)

他 会 計 借 入 金 残 高

営 業 収 益 － 受 託 工 事 収 益 (B)-(C)
地 方 財 政 法 に よ る
資 金 不 足 の 比 率

((R)/(S)×100)

う ち 基 準 外 繰 入 金
合 計

令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

収 益 的 収 支 分

地 方 債 残 高

本年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

地方財政法施行令第16条第１項により算定した
資 金 の 不 足 額

(R)

収 益 的 収 支 比 率 （ ×100 ）

赤 字 比 率 （ ×100 ）

前 年 度 繰 上 充 用 金

形 式 収 支 (J)-(K)+(L)-(M)

翌 年 度 へ 繰 り 越 す べ き 財 源

実 質 収 支 黒 字

(N)-(O) 赤 字

収 支 再 差 引 (E)+(I)

積 立 金

前年度からの繰越金



グラフ凡例
当該施設値（当該値）

類似施設平均値（平均値）

令和2年度全国平均

0.0

87.9 56.3 70.3   平均値 62.8 62.3

当該値     
5,731

H28 H29 H30

平均値   

 当該値    

平均値      

⑦敷地の地価(千円)
全体総括
令和元年度より、イベント利用及び周辺の町関連施
設等の駐車場利用についても、利用料を徴収するよ
うにしたことで、収益面で改善が見られていたが、
令和2年度は新型コロナウイルス感染症の影響を受
け、一般（観光客等）の一時駐車利用や商店への買
い物客数が減少した。今後も厳しい収益状況が見込
まれる。
また、類似団体と比べても、収益的収支比率、稼働
率ともに低く、稼働率は6割程度であるため、いか
に駐車台数を増やし、稼働率を上げていくかが課題
であり、PR強化などの取り組みが必要である。

69,836

⑧設備投資見込額(千円)

H28 H29 H30 R01 R02 H28 H29 H30 R01 R02R01 R02

 0.0 0.0 85.5 当該値 0.0

8,137 8,005 2,698平均値 34.7 39.6 29.0 32.9 △121.8平均値 18 21 18 15 405

当該値 32 △339当該値 0 0 0 0 0

平均値 7,123 8,017

R02 H28

△641 463 △566当該値 0.6 △6.4 △12.7 7.5 △10.6

224.4 町による町道整備に合わせ、整備を行うため計画的
に資金を積み立ててきた。令和2年度は、舗装改修
工事やガードポール等設置工事を実施した。
まち歩き観光の拠点としての機能を果たすため、案
内看板の更新などを検討しているが、収益状況を鑑
みて真に必要な整備を精査し実施することとする。

3. 利用の状況について
経年比較において、稼働率はわずかに増加傾向にあ
る。月極駐車利用が増えたものの、新型コロナウイ
ルス感染症の影響により、一般（観光客等）の一時
利用や地元商店への買い物客による利用は、大きく
減少した。

H30 R01 R02

2.資産等の状況

4.0 2.0 9.0 平均値 288.2 287.4

H29 H30 R01 R02 H28 H29H28 H29 H30 R01

2. 資産等の状況について
平均値 378.0 477.8 373.2 742.8 385.7 平均値 3.1 6.3

当該値 60.7 55.8 53.4 63.8 66.3当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

290.4 304.9

当該値 100.6 94.0 88.7 108.1 90.4

H28 H29 H30

1.収益等の状況 3.利用の状況 1. 収益等の状況について
収益的収支比率が90.4%と単年度の収支が赤字に転
じた。前年度（令和元年度）は、月極駐車の利用が
多くあり、平成30年度から月極利用料金を周辺の駐
車場と同水準に値下げした効果が徐々に表れてきた
ものと考えられるが、令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染症の影響を受け、観光客を含む一般利用の
料金収入が大幅に減少したことが赤字に転じた一因
と考えられる。

H28 H29 H30 R01 R02 H29 H30 R01 R02R01 R02 H28

該当数値なし 都市計画駐車場 広場式 39 163 660 無 【】

分析欄

無 4,400 ■

自己資本構成比率(％) 種類 構造 建設後の経過年数(年) 収容台数(台) 一時間当たりの基本料金(円) 指定管理者制度の導入

法非適用 駐車場整備事業 - Ａ３Ｂ１ 非設置 商業施設

－

経営比較分析表（令和2年度決算）
長野県下諏訪町　下諏訪町四ツ角駐車場

業務名 業種名 事業名 類似施設区分 管理者の情報 立地 周辺駐車場の需給実態調査 駐車場使用面積(㎡)
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①収益的収支比率(％)
【630.7】
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⑩企業債残高対料金収入比率(％)
【183.4】
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⑨累積欠損金比率(％)
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⑥有形固定資産減価償却率(％)
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②他会計補助金比率(％)
【8.6】
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③駐車台数一台当たりの他会計補助金額(円)
【2,345】
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⑪稼働率(％)
【164.2】
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④売上高ＧＯＰ比率(％)
【△65.9】
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⑤ＥＢＩＴＤＡ(千円)
【3,932】

該当数値なし 該当数値なし


